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研究成果の概要（和文）：本研究では、ものづくり現場が求めている人材育成において、実践的かつ国際連携型
教育によりサスティナブルな技術者育成を支援するフレームワークを構築し、多様に変化する人材ニーズに応え
られるように実社会の問題解決を主眼とした技術者育成カリキュラムを提案した。まず、マイコン設計、C/C++
言語演習、アーキテクチャ設計、システム実装演習に関しては、すべてLMSで学習できるように教育支援基盤を
提供した。プロジェクトにより作成した課題の報告会を実施し、発表内容を撮影し技術者育成支援LMSに動画と
してアップロードし、連携校の教員が評価を行った。

研究成果の概要（英文）：In this research, we built frameworks for sustainable development of 
engineers' by international coordination in human resource development at manufacturing sites. 
Moreover, we proposed a curriculum for training technical skills in order to respond to the needs of
 various human resources. We provided the learning management system for supporting education such 
as micro-computer, C/C++ languages, computer architecture, and implementation of systems. Finally, 
we evaluated the project assignments.

研究分野：計算機工学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
近年、ものづくり現場では、幅広い専門知識に加え、実社会の問題解決を行うサスティナブルな人材のニーズが
高まってきている。そこで実際の現場で開発を行う前に、本研究で提案した実践的な技術者育成カリキュラムを
導入することで、現場で生産性を高められる技術者を育成できると考える。また、国内外の大学とチーム・ベー
スのプロジェクトとして実習を行うことで、国際連携型の実践的な人材育成を行うことができる。さらに本研究
で実践する検証技術者育成フレームワークは、海外展開を行う企業での技術者育成を支援するものとして有用で
あると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

【「ものづくり」人材の持続的な育成の重要性】 

人材は我が国が世界に誇る最大の資源であり、ものづくりに新たな価値を生み出し、我が国が
成長し続けていくために必要となる科学技術イノベーションの推進においても、優れた若手研
究者や多様な場で活躍できる人材、また次代を担う科学技術人材の育成等、理工系分野における
「人」をどのように育成・確保していくかが重要である。その中で、人工知能、ビッグデータ、
IoT の発展に伴い、経済社会に大きな変化がもたらされつつある中で、我が国の強みである「も
のづくり」分野において競争力を高めていくために、持続的な人材の育成が不可欠である[2]。
近年の多岐にわたる製品開発では設計・検証技術のみならず、さらに踏み込んで多面的な視点す
なわち資源調達から材料の製造、製品の生産、その使用と廃棄、そしてリサイクルという製品の
ライフサイクル全体を、環境、経済、生活のすべての観点を持ち合わせたサスティナブルな技術
者を育成していくことが重要であり、我が国のものづくりの現場への寄与が期待される。 

 

【国際連携型技術者育成の必要性】 

さらに技術者に対しては幅広い専門知識に加え、国際社会をリードする能力を有し、生産シス
テムの改善を生む創造力、そして、現場に根ざした提案力・実践力が求められるなど、人材ニー
ズは変化し高度化してきている[1]。特に、資源に乏しい我が国においては、今後も技術立国と
しての地位を誇示し、国際連携を視野に入れた技術者育成基盤を構築することが急務である。 

 

【これまでの研究との関連性】 

これまで、FPGA(Field Programmable Gate Array)、GPU(Graphics Processing Unit)、
PIC(Peripheral Interface Controller)などの特殊用途向けプロセッサを用いたセンシングデー
タ高速演算システムの設計に関する研究を行なってきた。これをさらに上位レベル記述を入力
とした統合的な設計支援環境の構築へ発展させる。これにより特殊用途向けプロセッサから得
たリアルデータと効率的かつ横断的に演算しビッグデータとして解析する方法を明らかにする。
さらにサスティナブルな技術者育成を国内外で連携して行えるような国際連携型設計支援環境
(LMS: Learning Management System)を構築する。国際連携としては、国内外の地理的に離れ
た場所において、連携してシステムを開発していくために、LMS には教材コンテンツのみでな
く進捗管理機能を追加する。本研究では下記の統合的な設計支援環境を構築する。 

1) 国内外受講者間の情報共有・進捗管理を行う LMS 構築 

2) リアルデータを処理する統合設計支援環境の構築 

3) 上位レベル記述対応型多機能演算システムの構築 

 

２．研究の目的 

近年、「ものづくり」分野において、コモディティ化が進むことでアジア各国の優位性が増し、
最終的には我が国の強みが弱みとなってしまうという懸念も存在する。また、製造業を含む我が
国企業においては、IoT の活用等を通じたシステム化が進んでいない一方で、欧米においてこう
いった取組が進むことで、我が国の競争力の低下が免れない状況にある。本研究においては、我
が国の将来を担う「ものづくり」分野における人材の持続的な育成を目指し、IoT とビッグデー
タを活用したセンシングデータ高速演算システムにより、国内外の教育機関と連携した国際連
携型サスティナブルな技術者育成フレームワークを構築することを目的とする。さらに国内外
の教育機関において教育実践により評価および検証することで、その有用性を示す。 

 

３．研究の方法 

 本研究の目的を達成するための研究計画として、平成 29年度は技術者育成支援 LMSとセンシ
ングデータ高速演算システムの構築に重点をおき、後半では構築したシステムを利用して連携
校において教育実践を行った。平成 30年度は、連携校のカリキュラムを調査し、持続的な技術
者育成を主眼とするカリキュラム開発を行った。これと並行して構築したシステムの評価およ
び検証を連携校により実施し、システムの改修を行った。平成 31年度は、全ての連携校におい
て教育実践を行い、その実習成果を報告会で発表し教育実施の評価を行った。年度末には計画ど
おりに研究が進んでいるかを検証し、次年度の役割分担に反映するようにした。 
 
４．研究成果 
本研究では、ものづくり現場が求めている人材育成において、実践的かつ国際連携型教育によ

りサスティナブルな技術者育成を支援するフレームワークを構築し、多様に変化する人材ニー
ズに応えられるように実社会の問題解決を主眼とした技術者育成カリキュラムを提案した。ま
ず、マイコン設計、C/C++言語演習、アーキテクチャ設計、システム実装演習に関しては、すべ
て LMSで学習できるように教育支援基盤を提供した。その際、単に LMSのコースを受講するだけ
でなく、アーキテクチャ設計、システム実装演習では実習を行い、各受講者が設計した課題をア
ップロードし、受講者が互いの課題を検証できるようにした。30 年度に引き続き、開発したシ
ステムの評価および検証を行うとともに、31 年度には技術者育成カリキュラムの教育実践およ
びその評価に主眼を置き研究を遂行した。31年度上期には、30年度に実践したカリキュラムの
評価を行い、その結果から技術者育成支援 LMSと高速演算システムの改善項目を抽出し、各シス



テムの改修を行った。また、連携校において主体的に実施した評価および検証の結果を踏まえ、
システムの改修を行う。30 年度中期には、連携校の大学院生がリーダーとなり、サスティナブ
ルな技術者育成支援のカリキュラムを実践した。さらに、前年度までに実践したカリキュラムを
連携校において導入し、他の地域においける有用性を検証した。その際、プロジェクトに参加す
る学生が各自の役割分担を明確にし、気づきを意識しながら実習を行うことを可能とした。31年
度下期には、プロジェクトにより作成した課題の報告会を実施し、発表内容を撮影し技術者育成
支援 LMSに動画としてアップロードし、連携校の教員が評価を行った。 
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